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第 4章 凍結工法 

 水道管に凍結媒体を直接接触させ、水を凍結状態にし、簡易仕切弁としての機能を発揮させる工法。 

１ 使用機材 

・凍結媒体 

   液体窒素と液体酸素混合体である人工液体空気（液体窒素８０％、液体酸素２０％）を使用する。 

・取付容器 

 材質は自消性発泡スチロール等を用い、形状寸法は水道管の呼び径に応じて施工する。 

・人工液体窒素の運搬容器 

 ステンレス製又はアルミ製のものとし、容器は絶対に密封しない開放型を使用すること。 

 ・取付容器と隙間充てん材 

   取付容器と水道管との隙間を充てんするパテについては、一般にガラス用パテを使用する。 

 ・その他の付属品 

   酸素濃度測定器、送風機、保護メガネ、温度測定器、電気ドリル、簡易ジャッキ 

２ 凍結作業 

 ・事前確認 

   水道管内の流速を「０」にする。 

   水道管内の空気を排除する。 

 ・取付容器の設置 

   容器を水平に設置し、管と容器の接触部にパテを入念に充てんして液が漏れないようにする。 

 ・人工液体空気の注入 

   液の注入と同時に急激な気化現象を起し、白煙を生じるが毒性はない。 

   液は管が完全に液面下になるように注入する。 

 ・凍結状態の確認 

   直接法（水が出るかどうかを直接確認する） 

   間接法（管表面温度を測定するか、霜の付着状態を目視確認する） 

３ 液体空気の使用量及び凍結時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記表の数量は目安であり、夏期は液体空気を多めに使用すること。 

 

呼び径 使用量（ℓ） 凍結時間 

 ７５ １５～２０  約 １０分 

１００ ３０～４０ 約 ２０分 

１５０ ６０～８０ 約 ４０分 

２００ 約１６０ 約 1時間３０分 

２５０ 約２００ 約 1時間３０分 
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《 取 付 容 器 参 考 例 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取付容器形状寸法                   （ 単位 ｍｍ ） 

記 号 

呼び径 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

１３、１６  ８０ １００  ８０ ３０  ２０ 

２０、２５ １００ １２０ １００  ３０  ２０ 

３０～５０ １２０ １８０ １５０  ３０  ３０ 

７５ １８０ ２３０ ２６０  ５０  ５０ 

１００ ２００ ２５０ ２７０  ５０  ５０ 

１５０ ２００ ３００ ３５０  ５０  ５０ 

２００ ２３０ ３８０ ４００  ５０  ５０ 

 

※  容器内側底部と管底のすきまは、最低３０ｍｍ以上確保すること。 
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 ※注：作業中に酸素欠乏、漏気噴出及び人工液体空気等による事故を防止するための施設及び対策を講

じておくこと。 

４ 解凍作業 

 ・外気温等に応じ、水又は湯を注いで解凍する。解凍は氷の移動音で確認できるが、直近の消火栓等で空

気抜きを兼ねて確認する。 

 ・バーナー等での急激な加熱解凍は避ける。 

 ・解凍時にフランジ面、ボルト等に付着した氷が解けてボルト等が緩む場合があるので、適時追い締めを

する。 

 

５ 人工液体空気（液体窒素８０％、液体酸素２０％の混合物）容器の取扱い 

液体窒素は、断熱容器に保管していても完全な断熱は出来ないので、容器の中では絶えず蒸発し続けて

います。液体が気化すると体積が約 700 倍にも膨張するため、容器を密閉すると蒸発した窒素ガスが行

き場を失い圧縮され、高圧に耐え切れず容器が破裂爆発を起こします。 

容器は絶対に密閉しないでください。また、密閉してはいけませんが開放し過ぎもいけません。必ずキ

ャップをして下さい。長時間大気に 触れすぎると大気中の酸素が液面で冷却され溶け込み、やがて液体

窒素が液体酸素に置換されてしまいます。液体酸素は非常に不安定で有機物と反応して爆発するなど、液

体窒素よりも更に危険です。液体酸素は淡い青色を示すので、もし長時間放置した液体窒素の色が青みが

かっていたら絶対に使用しないで下さい。 

 

《 雨天時の作業例 》 

送風機 酸素濃度計 

ブルーシート等で雨除けをする 

（例）凍結確認用 サドル付分水栓取付 
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６ 凍傷の注意 

ごく少量の液体窒素が人体にかかった場合、皮膚表面で体温によって蒸発し直接液が皮膚に触れること

は避けられます。もちろん大量にかかった場合は凍傷になります。 

液体窒素によって冷却された金属等に触れる場合は必ず革手袋を使用し、軍手は使用しないで下さい。 

万一液がかかった場合、軍手に染み込み、液体を滞留させるので非常に危険です。また気化したばかり

の極低温の冷気も素通りさせます。衣類も同様でかからないように細心の注意を払って扱って下さい。 

かかった場合は、素早く払い落として下さい。 

革手袋はきついものではなくゆるいものを使用し、液体窒素が裾から中に入り込んだ時にすぐに脱ぎ捨

てられるようにするためです。 
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